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ユーザーインターフェースは時代と共に変化する

• ユーザーインターフェースとは、コンピュータの操作⽅法のこと
• PC（キーボード＆マウス）→スマートフォン（タッチスクリーン）→
スマートスピーカー（⾳声）

• 時代を追うごとに、⼈が「直感的」に操作できるようになっている

90’s Now00’s Future

?



新たなユーザーインターフェースとして
⼈型AI「バーチャルヒューマン」が登場してきている

ヒースロー空港
での案内

⼤垣共⽴銀⾏での受付
ニュースキャスター

ARデバイスへの導⼊
(Magic Leap)

CES2020で発表された
NEON(Samsung）

デジタル従業員
（ITヘルプデスク）

住居のコンシェルジュ



⼈型であることの利点は学術的にも証明されている

南カリフォルニア⼤学の研究チームが、⼈型のインターフェースと⾳声のみの
インターフェースを使ってインタビューを実施し、⼈間の答え⽅に違いがある
かを調査したところ、⼈型のインターフェースの⽅がより多くのコミュニケー
ションを引き出すことがわかった。

1）すべての質問に回答した⼈は14％増加
2）途中で回答をやめる⼈は44%減少
3）回答数は17%増加
4）回答速度は19%増加

参考：https://dl.acm.org/citation.cfm?id=2814957 



ラボで開発に取り組んだ
「バーチャルヒューマン」のレイチェル※

• AI（⼈⼯知能）が組み込まれており、⼈と会話できる

• 話す内容に合わせて、表情や⾝体の動きも変わるので、
より⾃然なコミュニケーションが⽣まれる

※クーガー社が提供するバーチャルヒューマンの開発キット「Ludens SDK」で制作しています。



視覚（画像認識AI）

発⾳
（Text-To-Speech
＝テキストを⾳声に変換するAI)

聴覚
（Speech-To-Text
=⾳声をテキストに変換するAI)

意図の理解
（⾃然⾔語処理AI）

⾝体の動きや表情など
リアクションの制御
JavaScript⾔語

バーチャルヒューマンに搭載されているAIや
使⽤したプログラミング⾔語について



• オンライン会議システムを活⽤し、コロナ禍においても⽉2−3回は皆で
集まってディスカッションや開発に取り組んできました

バーチャルヒューマンラボの開発⾵景



北海道新聞電⼦版にバーチャルヒューマンラボが掲載



ラボ活動を通じて コンテンツプランニング

学校のレイチェルに実装する
シナリオ制作



ラボ活動を通じて
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プログラミング⼒

１つの機能を作り上げ、形にする難しさ

思考⼒、問題解決能⼒

実践的な現場開発環境の経験、チームワーク



Thank you!

ご清聴ありがとうございました
バーチャルヒューマンラボの第2期メンバーを募集しています


